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（別紙様式４－２）                                               （特別支援学校用） 
 

熊本県立球磨支援学校 令和６年度（２０２４年度）学校評価表 
 

１ 学校教育目標 
１ 将来の心豊かな生活や社会的自立に向けた態度、知識・技能を育てる。 
２ 児童生徒一人一人の能力や適性に応じた教育活動を実践する。 
３ 互いに励まし助け合い、たくましく生き抜く児童生徒を育成する。 

 
２ 本年度の重点目標 

１ 将来の自立と社会参加を目指した自立活動の推進と共生社会の実現 
 （１）本校卒業後を視野に入れた自立活動の推進と進路支援の充実 

 （２）交流及び共同学習の充実 

２ 一人一人の教育的ニーズを把握し、発達や障がいに応じた教育の推進 

 （１）児童生徒の実態や教育的ニーズに応じた指導・支援の充実 

 （２）危機管理の徹底、安全・安心を守る教育の推進 

３ 基礎的な学力の向上と健康で明るい生活を送るための調和のとれた心身の育成 

 （１）人権尊重、人権教育の推進 

 （２）いじめ防止に向けた取組の強化 

 （３）性に関する指導の充実 

４ 教職員の専門性・資質・指導力の向上と組織的・計画的なカリキュラムマネジメントの推進 

 （１）教科指導や自立活動、日常生活の指導等の専門性の向上 

 （２）ＩＣＴ教育の充実・実践 

（３）働き方改革における効果的な教育活動 

 （４）不祥事防止の徹底（児童生徒・保護者に寄り添った教育活動） 

５ 家庭、地域、関係機関と連携した教育活動の充実 

 （１）保護者・地域社会から愛され支えられるパートナーシップ、ＰＴＡ活動の充実 
 （２）関係機関とのネットワーク強化及び地域支援（センター的役割）の充実 

 

３ 自己評価総括表 

    評価項目 
評価の観点 具体的目標 具体的方策 評価 成果と課題 

大項目 小項目 
学校 
経営 
 

学校経
営方針
の具現
化 
 

学校教育目
標及び重点
目標を意識
した実践が
できたか 

・職員一人
一人が組織
の一員とし
ての意識を
高め、重点
目標を踏ま
えた日々の
実践に努め
る。 

・学校教育目標及
び本年度の重点目
標について共通認
識を図る。 
 
・業績評価の面談
等において、重点
事項を踏まえた目
標になっているか
確認を行う。 
 
・各学部、分掌部
が昨年度の課題を
整理し、重点目標
の達成に向けた取
組に反映させる。 

Ａ 

・校長が今年度定めた学
校教育目標及び重点目標
を意識した教育活動を行
うことができた。 
 
・面談の中で、学校教育
目標と各人の目標との整
合性について点検を行い
確認することができた。 
 
・昨年度の学校評価の課
題を整理した上で今年度
の計画を立てた。運営委
員会や面談等で進捗を確
認しながら各業務を進め
ることができた。 

働き方
改革の
推進 

学校全体で
働き方改革
を推進する
ことができ
たか 

・月４５時
間以上の超
過勤務者の
割合を１５
％以下にす
る。 
 
 
 

・労働安全衛生委
員会で勤務実態を
把握後、具体的な
改善策を検討し全
職員で共有する。
着実な実行に繋げ
られるよう定期的
に朝会で呼びかけ
を行う。 

Ｂ 

・４、５月、９月～11月
は新校舎移転に伴う業務
のため全体の20％が時間
外在校等時間を超える状
況があった。12月時点で
は11.9％と縮減したが、
引き続き経過を確認しな
がら改善に努めていく。 
・期首面談や衛生管理者
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・各々の意
識化を進め
、定時退勤
日の徹底を
図る。 

・期首面談で現状
の聞き取りを行い
、改善策を衛生委
員会で検討する。
共通理解を得た上
で徹底を進めてい
く。 

のアンケートを基に協議
と検討を行い、勤務管理
や業務の調整等について
対策を講じた。全体周知
し共通理解を得る過程を
経て、より改善に繋がる
よう継続し努めている。 

業務改
善 
 

学校全体で
業務改善に
取り組むこ
とができた
か 

・学校行事
や会議を精
選し、業務
のスリム化
を図る。 
 
・ＩＣＴを
活用した業
務の効率化
を推進する
。 

・種々の業務が必
要なものか、本質
を見つめ直し、行
事や業務の精選、
内容の改善、簡素
化等を行う。 
 
・分掌業務の再編
成を行い、校内分
掌業務の改善を図
る。 
 
・Googleカレンダ
ーの全体活用を進
める。行事予定や
動静の一覧として
全員が共有できる
ツールとして、効
果的かつ効率的に
活用できるように
する。 

Ａ 

・衛生管理者を中心にボ
トムアップで働き方改革
を推進していくプロジェ
クト「カエル会議」を立
ち上げ、会のメンバーや
主任主事、管理職と連携
しながら業務を点検し、
職員室の事務用品の整理
や業務のスリム化等の改
善を図ることができた。 
 
・現時点では併用してい
るが、紙面の行事予定表
から、Googleカレンダー
への移行を大きく進める
ことができた。職員の面
談のスケジュール調整で
も利便性があり、業務の
効率化の更なる推進のた
め次年度も活用を進めて
いく。 

授業の 
充実 
 

ＩＣＴ
機器を
効果的
に活用
した授
業実践
の探究 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

学部ごとに
ＩＣＴ機器
をどのよう
な場面で活
用できるの
かを話し合
い、個別最
適化な学び
に繋げるこ
とができた
か 
 
 
 
 
 
 
 

・職員のＩ
ＣＴ機器に
関する専門
性の向上を
目指す。 
 
・学部ごと
にＩＣＴ機
器を活用し
た授業実践
を蓄積する
。 
 
 
 
 

・ＩＣＴ機器の活
用方法について、
外部講師招聘研修
を行う。 
 
・ロイロノートス
クールの操作及び
活用方法に関する
研修を行う。 
 
・分掌部会や全体
研修をとおして、
探究の目的につい
て共有を図る。 
 
・ＩＣＴ機器の活
用方法や児童生徒
の変容について事
例検討会を実施す
る。 

Ａ 

・夏季休業中に外部講師
を招聘し「特別支援教育
におけるＩＣＴ活用」に
関する研修を実施。活用
方法、授業実践について
理解を深めた。 
 
・１０月より月１回の頻
度でロイロノートスクー
ルのミニ研修会を実施。
授業での活用を目的に操
作方法を共有し、専門性
の向上を図った。 
 
・７月の全体研修会で研
究の目的の共有を図り、
年間を通した学部研の中
で授業検討及び実践を進
めることができた。 
 
・ミニ研修の中でＩＣＴ
機器を活用した授業実践
を共有し、検討する場を
設定した。事例をとおし
てＩＣＴ機器の効果的な
活用方法について理解を
深めた。 
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学習指
導の改
善とカ
リキュ
ラムマ
ネジメ
ントに
つなが
る学習
評価の
充実 
 
 

全職員がカ
リキュラム
マネジメン
トを意識し
、教育課程
の編成及び
改善に活用
することが
できたか 

・適切な学
習評価から
授業改善に
取り組む。 
 
・全職員で
教育課程の
編成及び改
善を行う。 

・単元や授業ごと
の学習評価から目
標や指導内容、学
習グループ等の検
討を行う。 
 
・児童生徒の実態
を的確に把握し、
学習評価を活用し
ながら学校教育目
標の達成に向けた
教育内容になって
いるかを学部や学
年ごとで話し合い
、教育課程の編成
を進める。 

Ｂ 

・各学部の学習評価を基
に、次年度の教育課程に
ついて協議や検討を行っ
た。学習評価の手順が学
部ごとに様々だったので
教務部と研究・情報教育
部とで協力し評価方法の
見直しを行った。 
 
・児童生徒の実態から学
部ごとに目指す児童生徒
像の見直しを行った。そ
の後、目指す児童生徒像
につながるよう、学習評
価を基に、各学部で次年
度の指導内容や単元配列
などを検討し全職員で教
育課程の編成を進めるこ
とができた。 

キャリ
ア教育 
(進路 
指導) 

キャリ
ア教育
の充実 
 

キャリア教
育の視点の
理解を深め
ることがで
きたか 

・キャリア
教育で育て
たい力を各
教科及び領
域で取り扱
う内容ごと
に整理し、
授業づくり
に生かす。 

・キャリア教育の
視点で整理した育
てたい力を研修等
で伝えることで、
小、中、高一貫し
たキャリア教育の
推進を図る。 Ｂ 

・各学部でキャリアパス
ポートの取組を行うこと
ができた。年度初めの周
知が十分ではなかったた
め、今後は職員会議等で
周知徹底を図りたい。 
 
・研修や進路だより等を
活用して家庭や学校にお
いて「育てたい力」につ
いて、保護者に啓発を行
うことができた。 

進路支
援の充
実 
 

一人一人の
児童生徒に
応じた進路
指導ができ
たか 

・保護者、
職員に向け
た進路だよ
り等をとお
して情報を
発信する。 
 
・生徒や保
護者が具体
的なイメー
ジをもちな
がら実習先
や進路先を
決められる
ように、面
談を行う。 
 
・保護者、
職員を対象
とした進路
研修を実施
する。 

・進路だより、Ｐ
ＴＡ進路研修等で
本校の進路状況や
働くために必要な
力などの進路情報
を発信する。 
 
・生徒と保護者が
事業所の仕事内容
や条件を分かりや
すく閲覧できる「
事業所ガイドブッ
ク」を改良し進路
面談で活用する。 
 
・卒業後の進路先
に関する職員研修
を行い、職員の理
解を深めることで
生徒自身が自分で
納得し進路決定す
るための指導に繋
げる。 
 
・ＰＴＡ進路研修
部と連携し、保護
者のニーズに応じ
た研修会を実施す
る。 
 

Ａ 

・進路だより(全学部)や
ＰＴＡ進路研修報告(全
学部)、現場実習説明会
（高等部）等をとおして
進路情報の提供に努める
ことができた。 
 
・事業所の情報をまとめ
た「事業所ガイドブック
」の内容を改良し、進路
面談で活用し好評を得る
ことができた。 
 
・職員向けに「高等部卒
業後の進路」について研
修を行った。卒業後の進
路先や福祉事業所、現場
実習、進路面談等につい
て職員の理解を深めるこ
とができた。 
 
・ＰＴＡ進路研修を定期
的に開催した。保護者の
要望に応じて、障害年金
や卒業後の進路先につい
て研修をしたり、施設見
学を行ったりして、進路
に関して理解を深めるこ
とができた。 
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・高等部３年生の
進路決定において
は、ケース会議を
行い、組織的に生
徒の適性と進路先
を検討する。 

・生徒や保護者の願いを
丁寧に聞き取り、関係機
関と連携しながら、卒業
後の進路先につなげるこ
とができるよう進路指導
を行うことができた。 

生徒 
(生活) 
指導 
 

問題事
案、問
題行動
の未然
防止 
 

生徒指導等
に関わる情
報を共有し
全職員の共
通理解のも
とで生徒指
導を実施す
ることがで
きたか 

・学校全体
で一貫した
生徒指導が
できるよう
全職員の共
通理解を図
る。 
 
・生徒指導
上の問題事
案等につい
て、職員間
で情報共有
を行う。 

・校内研修や全体
朝会等を活用し、
生徒指導に関する
指導事案や指導例
を周知する。 
 
・分掌部会で生徒
指導に関する情報
共有を行い、職員
間での共通理解を
図る。 

Ｂ 

・本校児童生徒の指導上
の課題について、外部専
門家からの助言を周知す
ることで一貫した指導に
いかすことができた。 
 
・分掌部会において、生
徒指導に関する事案の情
報共有を行い、指導支援
の方向性について共通理
解を図ったことで、組織
的な対応ができた。 

安全な
登下校
指導及
び関係
機関と
の連携 
 

新校舎にお
いて児童生
徒が安全に
安心して登
下校を行う
体制を構築
することが
できたか 

・自力通学
生に対する
登下校指導
と通学路の
安全確認を
徹底する。 
 
・利用する
児童生徒が
安全に安心
して通学バ
スを利用で
きるよう、
体制の調整
を図る。 

・日常的な登下校
指導に加え、警察
署やＰＴＡと連携
した登下校指導を
行う。 
 
・バス会社との情
報交換会、学期ご
との乗車指導、保
護者向けの説明会
を実施し、運行に
おいて安全かつ安
心な乗車体制を整
える。 

Ａ 

・主にバス停からの通学
路の危険個所を確認し、
生徒、保護者、職員で共
通理解を図った。警察や
ＰＴＡと連携し登校指導
を行うことで安全上のポ
イントを的確に指導でき
安全な登下校につなげる
ことができた。 
 
・添乗員との情報交換や
児童生徒の状況に合わせ
て乗車指導を適宜行い、
安心で安全な乗車体制を
整えることができた。 

発達支
持的生
徒指導
に関す
る取組 

集団生活を
送る上で必
要なルール
やマナー、
周囲と協力
する態度を
育むことが
できたか 

・児童生徒
が、集団生
活や生活目
標を意識し
た学校生活
を送ること
ができるよ
うにする。 

・全校朝会での生
活目標発表時に、
集団生活における
注意点について理
解が進むよう担当
教師が解説を行う
。 
 
・分掌部会で、生
活目標が児童生徒
の実態やニーズと
合っていたか検証
する。 

Ｂ 

・全校朝会時に、生活目
標の達成状況を発表する
場を設定した。目標をよ
り意識して生活する姿が
見られた。 
 
・各月の生活目標につい
て児童生徒の実態やニー
ズ、学校行事、季節の視
点で妥当性を検証し、次
年度に設定する生活目標
の参考とすることができ
た。 

人権教
育の推
進 

人権教
育に関
する取
組 
 

人権教育の
推進はでき
たか 
 
児童生徒に
とって理解
しやすい人
権教育の授
業実践がで
きたか 

・学校全体
で人権教育
を推進する
体制を整え
る。 
 
・職員研修
をとおして
職員の人権
意識の深化
を図る。 
 
・児童生徒

・第三次とりまと
めを踏まえた授業
実践についての学
部研修や人権課題
に係る当事者を招
いた職員研修を実
施する。 
 
・子どもの権利条
約等を基に「人権
」や「人権が尊重
された状態」につ
いて理解しやすい

Ｂ 

・全体研修において「第
三次とりまとめ」を踏ま
えた授業づくりについて
基本的な事項を確認でき
た。各学部の実践にどの
ように取り入れるか学部
ごとに検討し授業づくり
に生かすことができた。
講師招聘による同和問題
（部落差別）に関する研
修では、当事者の話を聞
くことで、当事者の立場
に立った授業づくりにつ



5 

 

の発達段階
に即した、
具体的な人
権教育の推
進を図る。 
 
・授業実践
例や教材の
集約及び整
理を行う。 

よう配慮して伝え
る。 
 
・職員が活用しや
すいよう教材の集
約と整理を行う。 

いて理解を深めることが
できた。 
 
・人権教育の中で子ども
の権利条約に関する授業
を計画的に実施し、その
中で人権に関する身近な
事項について伝えること
ができた。 
 
・移転を機会に書籍や映
像資料を整理・集約する
ことができた。 

命を大
切にす
る心を
育む指
導 

自他の命を
大切にする
心や人権を
尊重する態
度を育むこ
とができた
か 

・「自分が
大切にされ
ている」と
児童生徒が
実感できる
環境づくり
を行う。 
 
・「インタ
ーネット上
の言動」に
関して授業
や日常生活
における指
導の中で児
童生徒の人
権感覚の向
上を図る。 

・全ての教科等の
授業で「自己肯定
感を育む支援」「
自己選択、決定の
場」等を意識して
工夫を行う。 
 
・授業や日常のや
り取りの中で児童
生徒のインターネ
ット上の言動の傾
向を把握し、指導
が必要な場合は本
人が問題点に気付
くことができるよ
う職員間で連携し
て指導を行う。 

Ｂ 

・各学部の人権学習や人
権週間の取組、人権作品
展への出品などをとおし
て、児童生徒の実態に合
わせて指導を行うことが
できた。人権が尊重され
た状態を具体化して児童
生徒に伝えることについ
ては更に工夫が必要であ
る。 
 
・インターネット上での
人権侵害については、顔
を合わせない状況では齟
齬が生じる可能性がある
こと、掲載した内容等が
簡単に取り消せないこと
などを挙げ、ネット上で
の言動は人権を尊重して
行う大切さがある点を指
導することができた。 

いじめ
の防止
等 

いじめ
問題の
未然防
止対策 
 
 
 
 
 
 
 

児童生徒の
実態把握と
様子の観察
を日頃から
行うことが
できたか 
 
 
 
 
 

・児童生徒
の様子の変
化の有無に
ついて日常
的に学校全
体で把握に
努め、いじ
めの起こり
にくい環境
や状況をつ
くる。 
 
 

・日常的に担任間
や学部職員間で児
童生徒の様子に関
して情報共有を行
う。 
 
・全校児童生徒の
アンケート調査結
果を活用し、発信
を受けとめる体制
や相談しやすい環
境づくりを行う。 

Ａ 

・気になる児童生徒の情
報を、学部会や朝会等で
迅速に情報共有し、未然
防止に努めることができ
た。 
 
・１学期に高等部生徒向
けアンケートを、２学期
に県立学校「心のアンケ
ート」を全学部で実施し
た。また各学期に学年や
学級ごとに職員でいじめ
問題について協議する場
を設定し、いじめ問題の
把握を行った。さらに各
学部で子供たちが困りご
とを相談しやすい雰囲気
づくりに努めた。 

いじめ
問題の
組織的
対応 
 
 
 
 
 

いじめ問題
について組
織的かつ継
続的な対応
に取り組む
ことができ
たか 
 
 

・いじめ問
題に対する
職員の感度
を高めてい
き、組織的
な対応を行
う。 
・いじめ問
題について

・校内研修を行い
いじめ問題に係る
組織的対応の重要
性について共通理
解を図る。 
 
・いじめ防止対策
委員会で、いじめ
問題に対する適切

Ｂ 

・いじめ問題未然防止の
研修を実施し、いじめ問
題に対する組織的な対応
や情報集約担当者の業務
について確認を行った。 
 
・いじめ事案はなかった
が、いじめ問題に関する
聴き取り（事実確認） 
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原因や背景
状況等を把
握し、当事
者間の継続
的な指導支
援を行う。 

な対応や、解消に
向けた継続的な取
組等について確認
し、必要に応じて
全職員に情報を共
有する。 

のポイントについて外部
専門家から助言を受け、
今後の対応の参考となる
知識やポイントを知るこ
とができた。 
 

地域 
支援 

センタ
ー的機
能の充
実 
 

人吉球磨地
域の特別支
援教育の拠
点として、
地域へ向け
て積極的な
発信と取組
の充実を図
ることがで
きたか 

・地域の学
校等や関係
機関へ本校
の役割や特
別支援教育
の情報を積
極的に発信
する。 
・本校コー
ディネータ
ー及び職員
の専門性向
上を図る。 

・「球磨支援通信
」の内容をさらに
充実させる。 
・巡回相談や研修
等の様々な機会に
おいて巡回相談等
のさらなる活用に
ついて周知し、地域
の特別支援教育の
充実を図る。 
・適切な就学、進
学指導が行われる
よう、様々な場面
で進路指導に関し
て理解、啓発を行
う。 
 
・校内研修や事例
検討会等の実施に
より、本校教職員
及び本校コーディ
ネーターの専門性
向上を図る。 

Ｂ 

・現在３号まで発行して
いる。合理的配慮やパラ
リンピックに関すること
など、幅広い内容を情報
提供することができた。 
 
・巡回相談の活用につい
て周知を進めたところ、 
例年に比べ特別支援学級
からの依頼が多く、教育
課程や自立活動、交流及
び共同学習に関する現状
と課題を知ることができ
た。今後も様々な場面で
啓発していきたい。 
・小学校（小学部）就学
へ向けて年中児段階の教
育相談が定着してきてお
り、相談件数も増えてい
る。中学校（中学部）進
学、高等学校（高等部）
進学に関する相談も早い
段階からの相談の大切さ
を呼び掛けていきたい。 
 
・職員複数同行での巡回
相談は難しかったが、分
掌部会で情報提供をする
ことで、巡回相談等の実
情や県内の現状と課題を
部員と共有することがで
きた。校内の状況による
が、今後も可能な範囲で
職員複数同行による巡回
相談を検討していく。 
・年度初めにトランスフ
ァーに関する研修を実施
することができた。また
学部のニーズに合わせて
研修の機会を持つことが
できた。今後も、他の分
掌部と連携しながら、職
員のニーズに応じた研修
を実施していきたい。 
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保健安
全管理 

学校保
健の充
実 
 

う歯及び歯
周疾患の予
防に向けた
指導の充実
と歯科受診
等の家庭へ
の啓発が図
れたか 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
性に関する
指導の充実
が図れたか 

・担任と養
護教諭が連
携し、歯磨
きの習慣化
、歯周疾患
予防に向け
た指導を、
歯と口の健
康週間等を
活用し取り
組む。 
 
・予防的受
診について
情報提供し
、家庭と連
携した口腔
ケアを実施
する。 
 
・「あいう
べ体操」に
全校児童生
徒で取り組
んでいく。 
 
・児童生徒
の実態と指
導の現状を
把握した上
で、学部を
越えて一貫
性・系統性
のある指導
の充実を図
る。 
 
・性に関す
る指導につ
いて、職員
や保護者の
困り感を解
消するため
の研修を実
施する。 

・６月、１１月に
歯と口の健康に関
する情報を職員、
家庭に知らせる。 
・歯ブラシチェッ
クを行い、歯ブラ
シの交換が必要な
児童生徒に「歯ブ
ラシ交換お知らせ
カード」を配付す
る。 
 
・歯科検診の結果
を基に個別のブラ
ッシング指導を行
い、う歯がなかっ
た児童生徒にも定
期受診を促す。 
 
・児童生徒会によ
る放送で「あいう
べ体操」の実施を
呼びかける。 
 
・各学部１年生と
小学部４年生の保
護者対象のアンケ
ート調査を実施す
る。 
 
・性教育推進委員
会にてアンケート
結果を分析し、教
務部と連携して次
年度の年間計画を
検討する。 
 
・性に関する指導
を行う上での職員
の悩みや要望に関
するアンケート調
査を実施する。 
・性に関する研修
を保護者にも案内
する。 

Ｂ 

・６月と１１月に、歯と
口の健康に関する情報を
ほけんだよりや掲示物で
発信した。家庭で取り組
んでもらえるように「あ
いうべ体操カード」を配
付した。 
 
・歯ブラシの交換が必要
な児童生徒へ、連絡帳で
保護者に依頼した。 
・１１月の歯磨き巡回指
導では、動画や歯の模型
や歯間ブラシ等を用いな
がら個別指導を行った。 
 
・１１月は毎週水曜日の
朝の放送で、児童生徒会
の生徒に「あいうべ体操
」の実施を呼びかけるこ
とができたが、クラスに
よって実施状況に差があ
った。 
 
・該当学年の保護者を対
象に、子供に身につけて
ほしい力や家庭での性教
育についてアンケートを
行い、回答を担任と共有
した。 
 
・性教育推進委員会と分
掌部会で今年度の実践内
容を共有し、学部間の一
貫性・系統性を意識して
次年度の年間計画の見直
しを行った。 
 
・職員を対象に、性に関
する指導を行う上での悩
みや要望に関するアンケ
ート調査を実施した。ア
ンケート結果から見えた
職員の困り感を外部講師
と共有し、実践に即した
研修内容にすることがで
きた。 
 
・講師招聘研修を保護者
にも案内し、リアルタイ
ムとオンデマンドで配信
したが、視聴回数は31回
と伸び悩んだ。 
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学校安
全の充
実 
 

安全管理、
生活安全に
関する取組
の充実によ
る安全で安
心な学校づ
くりができ
たか 

・毎月の安
全点検の確
実な実施と
、その後の
迅速な対応
を目指す。 
 
・災害発生
等の緊急時
対応につい
て、職員が
十分に理解
し適切に対
応できるよ
うマニュア
ルの確認や
見直し、訓
練の実施を
行う。 
 
・職員の危
機管理意識
の向上を目
指し、ヒヤ
リハット報
告の目標件
数を年間５
０件とする
。 

・毎月の安全点検
を確実に実施でき
るよう、集計シー
トの改善を行う。 
 
・安全点検で異常
が見つかった際は
安全点検担当と事
務部で連携し、迅
速に対応（調査修
繕、業者依頼等）
する。 
 
・事前に避難経路
や人員報告、通報
等の最重点事項に
ついて、全職員で
共通理解を図る。 
 
・アンケート等で
課題点や改善点を
把握しマニュアル
の見直しを行う。 
 
・校務支援ステム
への掲載や朝会等
をとおして全職員
での情報共有を行
う。 
 
・年２回、ヒヤリ
ハット事例の分析
を行い、傾向や具
体的対策について
報告する。 

Ｂ 

・月初めの校務支援シス
テムでの全職員への周知
と、グーグルクラスルー
ムを利用した集計でスム
ーズに業務の進行ができ
た。 
・新校舎に移転したばか
りで少ないが、事務部と
連携して修繕や今後の対
応等、速やかに行うこと
ができた。 
 
・避難訓練や引渡し訓練
を移転前後で実施した。
マニュアルや実施計画を
事前に周知確認したこと
で、訓練自体はスムーズ
に行うことができたが、
人員の配置や経路等、課
題が明らかになった。次
年度に向けてマニュアル
の見直しを行っている。 
 
・ヒヤリハット事案が生
じた際に、校務支援ステ
ムへの掲載や朝会をとお
して職員に情報共有し、
危機管理意識を高く保つ
よう促すことができた。
前期のヒヤリハット事案
の分析を行い、傾向や具
体的対策について、全職
員と共有することができ
た。 
 
・ヒヤリハット件数は３
５件であった（R7.1/31
時点）。全職員が今後も
危機管理意識を高く保て
るよう、朝会等をとおし
て積極的なヒヤリハット
報告を促していく。 

防災教
育の充
実 

地域・関係
機関と連携
した防災教
育を推進す
ることがで
きたか 

・地域、関
係機関等と
連携し、防
災教育の充
実を図ると
ともに、地
域に向けて
取組の発信
を行う。 

・地区の回覧板等
で訓練等の周知を
行い、理解啓発を
図る。 
 
・防災教育の取組
を学校ホームペー
ジや通信で発信す
る。 

Ｂ 

・初期対応訓練や地震火
災避難訓練について、実
施１か月前に地区の回覧
板で周知を行い、地域の
理解啓発に努めることが
できた。 
 
・学級通信等で、避難訓
練の実施状況等を周知し
た。２月の避難訓練後に
ホームページへ掲載する
予定である。 

地域連
携(ｺﾐｭ
ﾆﾃｨ･ｽｸ
ｰﾙなど
) 

総合型
ｺﾐｭﾆﾃｨ
･ｽｸｰﾙ
による
地域と
の連携 

ｺﾐｭﾆﾃｨ･ｽｸｰ
ﾙの円滑な
運営ができ
たか 

・学校運営
協議会にお
いて、学校
評価や取組
の検証を行
う。 

・学校運営協議会
を学期ごとに１回
ずつ、年３回実施
する。授業参観や
協議を実施し、本
校の教育活動につ
いて意見交換や評
価等を行う。 

Ａ 

・予定どおり年３回の協
議会を実施した。取組に
関して委員と活発な意見
交換を行うことができ、
評価や助言等を得ながら
実際の取組に繋げ、教育
活動の充実を図ることが
できた。 
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保護者
・地域
社会か
ら愛さ
れ支え
られる
パート
ナーシ
ップの
充実 
 

保護者、地
域から信頼
される学校
づくりを推
進すること
ができたか 

・学校ホー
ムページの
アクセス数
増加を目指
す。 
 
・隣接する
多良木中学
校との連携
協力を深め
る。 
 
・地域、関
係機関への
広報を推進
する。 

・各種行事、学習
活動地域支援、進
路に関する情報の
充実を目指し積極
的に更新を行う。 
 
・合同研修会を定
期的に開催し交流
を深め、協働する
教育活動の実施に
向け計画を行う。 
 
・各種メディアの
取材等を活用し、
地域、関係機関等
に本校の教育活動
を広報していく。 

Ａ 

・全校及び各学部の取組
や進路情報等、定期的に
積極的な情報発信を行っ
た。県特P研修会のオン
デマンド配信や、記念式
典テーマソングのダウン
ロード先としてHPを活用
し、昨年度の総アクセス
数46,135に対し、今年度
の総アクセス数は175,67
2（＋129,537・昨年度と
共に1/31時点調べ）と大
きな伸びが見られた。全
職員で本校の取組を積極
的に発信し確かな成果を
上げることができた。 
 
・多良木中との合同研修
会を実施した。双方のニ
ーズを確認し、次年度に
協働して行う活動の検討
や整理を行うことができ
た。 
 
・新校舎移転に係る行事
時にメディアへ取材依頼
を行い、取組の発信を積
極的に行った。今年度も
近隣校との作品交流を実
施し、本校の教育活動の
理解や啓発を促進しなが
ら、交流校の取組に学び
を得る機会になった。様
々な取組で地域や関係機
関とのつながりを深める
ことができた。 

交流及
び共同
学習の
充実 

各学部の実
状に合わせ
て、地域と
の交流及び
共同学習の
充実を図る
ことができ
たか 

・近隣の学
校との学校
間交流にお
いて、相互
の児童生徒
が目的に沿
った交流及
び共同学習
が実施でき
るよう、更
なる充実を
目指す。 

・担当者会を年２
回実施し、年間に
おける学校間交流
の内容の検討や年
度末の反省を行い
一層の充実を目指
す。 
 
 
・交流校と事前に
十分な打ち合わせ
を行い、直接交流
や間接交流など各
学部の実状に合わ
せた学習を実施す
る。 

Ｂ 

・７月、２月に担当者間
で打ち合わせを実施し、
１回目に実施時期や内容
の確認、２回目に年度末
反省を行った。成果と課
題をふまえ、次年度に向
けて意見交換をすること
ができた。 
 
・児童生徒の実態を考慮
した計画を、担当者同士
で綿密に立てることで、
各学部の実情に合った取
組を行うことができた。 
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４ 学校関係者評価 
〇キャリアパスポートは、個別懇談を通して保護者と共有されているそうだが、内容としてと

ても良い取組だと思う。子供自身が学習に関する自己評価を通して自分で学びを振り返る機
会は大切である。学ぶ意欲を持ち続けることにも繋がるのではないか。現在の様式には保護
者のコメント欄がないそうだが、保護者としても一緒に深めていきたいものなので様式の検
討等をお願いしたい。 

〇新校舎に移転してのヒヤリハット案件の状況はどうだろうか。校舎の構造上、死角が多いと
聞いていた。学校からの説明を受けて様々な対策を講じられていることが理解できた。引き
続き安全面への配慮をお願いしたい。 

〇先生方の忍耐力はプロとして尊敬している。人員不足への対応は苦慮されていると思うが、
引き続き目標を高く保っていただきたい。 

〇「問題行動」とはどのような内容があるのか。学校の説明を受けて、いじめ問題が無かった 
ことは理解した。ＳＮＳにまつわるトラブル等があったそうだが、今後も関係機関や保護者 
と連携しながら、丁寧な対応を引き続きお願いしたい。 

〇「あいうべ体操」は歯科口腔の健康を保つための手法の一つで、嚥下や発語を支える効果も
あるとのこと。引き続き、保護者と連携しながら進めてほしい。 

〇学校評価アンケートに職員の挨拶について意見が述べられていた。子供の学部に関わらず、
もっと積極的に挨拶をしてほしい。 

〇電話対応について、誰が対応する場合においても、学校としての受け応えになることを意識
してほしい。 

 

５ 総合評価 
１ 本年度の学校教育目標に対する評価 

児童生徒における「将来の心豊かな生活」や「自立と社会参加」の実現を目指す学校教育
目標の達成に向けて、校長のリーダーシップの下で、職員一人一人が縦横の連携を行いなが
ら様々な課題にも組織的に対応し、適切に職務を遂行することができた。１２月に保護者と
職員に実施した令和６年度学校評価アンケートの項目「学校への満足度」では、保護者９８
．５％、職員９７．９％（ともに、Ａ：満足している・Ｂ：だいたい満足している ＡＢ評
価の計で算出）と高評価を得ることができ、概ね達成できたと考える。 

２ 本年度の重点目標に関する評価 

〇自立活動の推進においては、昨年度の反省を踏まえて研究・情報教育部を中心に自立活動課

題設定シートの見直しを行った。実態の分析・整理→中心課題の抽出→個に応じた目標設定

までの一連の手順を整理し、シートの課題の改善を図ることができた。交流及び共同学習に

おいては、今年度から近隣校と対面での学習を再開することができた。事前打ち合わせを十

分に行う中で、双方にとって充実した活動を設定することができた。 

〇一人一人の教育的ニーズに応じた教育の実施においては、各学部会で、児童生徒の情報や課

題を全員で共有し、チームで指導・支援にあたることができた。危機管理においては、年度

途中での新校舎移転のため、児童生徒への丁寧な事前学習、危機管理マニュアルの見直し、

新旧校舎での避難訓練の実施、ヒヤリハットの逐次共有と、新たな学習環境における安全面

の確保のため全職員で様々なシミュレーションを重ねながら尽力した。これまで大きな怪我

や事故等は無く、一定の成果が認められる。 

〇人権教育、保健教育においては、児童生徒の心身の調和的な発達を目指し、主任・主事を中

心に様々な取組を展開した。講師招聘研修（人権・性教育）で教職員の資質向上を図り、研

修内容を保護者と共有し、教育活動全般で教科横断的に育成を行うことができた。児童生徒

の実態や特性に応じた指導内容の整理や検討が今後の課題である。 

〇ＩＣＴ教育においては、今年度から授業支援クラウドシステムを正式導入したことで、システ

ムの様々な利便性による授業の充実、児童生徒の思考・判断・表現力を引き出すための支援ツ

ールとしての活用が進み、学習活動が大いに充実した。働き方改革においては、衛生管理者を

中心としたチームで、職員の業務のスリム化、効率化を一歩進めることができた。 

〇家庭、地域、関係機関と連携した教育活動については、学校運営協議会委員の意見や助言を参

考に、その都度改善を図ってきた。また新校舎に移転し、多良木中学校と隣接した学校運営が

スタートした。多良木中学校職員との合同研修会や次年度の連携に関する会議等を重ねなが

ら、職員間の連携の在り方や具体的な取組の実施に向けて一歩進めることができた。センター

的機能については、人吉球磨地域唯一の特別支援学校として、特別支援教育コーディネーター

や各学部主事を中心に、研修や巡回相談、教育相談等で丁寧な対応を行い、各所から好評を得

ている。地域の特別支援教育の理解・推進において一定の役割を果たすことができた。 
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６ 次年度への課題・改善方策 
１ 働き方改革について 

教職員の時間外在校等時間の縮減については、引き続き課題である。業務のスリム化につ
いてはこれまでも取組を進めてきたので、次年度は定期的な業務の点検や様々なツールの活
用による業務効率化の推進、また職員研修等を通して個々の意識改革を進めていく。教師の
働き方改革が児童生徒の教育活動の充実に繋がることを全職員が心に留めながら、改善を図
っていく。 

２ 家庭・地域との連携について 
  今年度の新校舎移転を経て、次年度からは地域との連携、隣接する多良木中学校との連携

等を積極的に推進していく必要性がある。多良木中学校とは次年度も定期的に合同会議を行
いながら、様々な取組を展開する予定である。定期的に職員間の親睦を深めながら建設的な
意見交換を行い、両校の児童生徒の交流及び共同学習の更なる充実、また職員間の専門性の
共有、両校が協働する学習活動の実施等、実現に向けて取組を進めていく。地域との連携に
ついては、学校行事への地域住民の参加の呼びかけ等を検討している。本校の教育活動への
理解・啓発を推進し、地域との信頼関係や協力体制の構築等を目指し、連携を深めていく。 

 


